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宮中島温泉事業計画まとまる……②～⑤
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みんなの広場・・………………・………⑩

青春してます・カレンダー……………⑫
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ワドも

1聞こえたかな小犬の心音
51　9月1日休）、村民体育館において動物愛
li護協会主催による「動物ふれあい教室」が
ミ

1中里村で初めて開催され、貝野・倉俣・清

1津峡保育所の園児が小犬を抱いたり、心音

1…を聴いたりして楽しく小犬とふれあいました。
一 この広報紙は、再生

紙を使っています。
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　宮中島温泉基本計画がまとまりました。

　この基本計画は、昨年9月より㈱ミクプランニングに委託していたもので、他地域の

温泉施設の調査や住民座談会の開催による住民の意見、要望等を参考に，しながら計画づ

くりが進められてまいりました。

　21世紀に向けて村の柱となるこの事業は、住民の健康づくりやレクリエーションの場

等を提供することで地域の活性化に寄与することを目指しています。

ー
施
設
脚
繭
四
の
㎜
瀟
跡
－

　
宮
中
島
温
泉
施
設
は
、
中
里
村
の
暮
ら
し
や
産
業
に
、

「
余
力
」
「
活
力
」
「
魅
力
」
と
言
っ
た
三
つ
の
力
を
創
り

出
し
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立
つ
も
の
と
な
る
よ
う
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
①
村
民
が
誇
れ
る
中
魚
沼
の
シ
ン
ボ
ル
的

施
設
づ
く
り
、
②
健
康
に
な
り
た
い
、
の
ん
び
り
く
つ
ろ

ぎ
た
い
、
家
族
や
仲
問
と
楽
し
く
く
つ
ろ
ぎ
た
い
等
の
社

会
二
i
ズ
に
応
え
た
施
設
づ
く
り
、
③
地
元
の
若
者
が
生

き
が
い
を
持
っ
て
働
け
る
、
魅
力
の
あ
る
施
設
づ
く
り
、

④
周
辺
市
町
村
や
郷
土
出
身
者
、
都
市
住
民
か
ら
も
利
用

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
し
た
収
人
が
確
保
で
き
る
施

設
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
デ
ザ
イ
ン
の
方
針
と
し
て
は
、
①
周
辺
の

自
然
と
調
和
し
た
建
築
デ
ザ
イ
ン
、
②
天
井
を
高
く
し
、

自
然
光
を
取
り
入
れ
た
、
人
に
や
さ
し
い
空
間
づ
く
り
、

③
周
辺
か
ら
の
眺
望
感
に
配
慮
し
た
象
徴
性
の
あ
る
デ
ザ

イ
ン
、
④
シ
ン
プ
ル
で
長
く
親
し
ま
れ
る
デ
ザ
イ
ン
、
⑤

木
を
基
調
と
し
た
、
落
ち
着
き
と
風
格
の
あ
る
地
域
特
性

に
配
慮
し
た
色
彩
計
画
、
⑥
存
在
間
の
あ
る
施
設
づ
く
り

の
た
め
の
ド
ー
ム
形
状
の
取
り
入
れ
、
の
六
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
定
め
て
い
ま
丸
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模規設施

各ゾーン 収容火員 面　　　積

バーデゾーン 255名 1，194r而

スパゾーン 100名
366r㎡
※（248r而）

レストゾーン 170名 381r百

宿泊ゾーン 32名 420r㎡

共用ゾーン 796r㎡

管理ゾーン 670r㎡

《
全
体
の
建
築
面
積
》

●
建
築
面
積

●
延
床
面
積
　
　
地
　
下

　
　
　
　
　
　
　
一
　
階

　
　
　
　
　
　
二
　
階

三
、
七
〇
八
㎡

二
、

五
八
○
㎡

八
二
七
㎡

四
二
〇
㎡

　
　
　
　
　
合
計
　
　

三
、
八
二
七
㎡

※
露
天
風
呂
の
二
四
八
・
○
㎡
は
面
積
に
含
ま
れ
て

　
い
ま
せ
ん
。

㎜
罰
画
繊
あ
閣
拳
鵬

　
一
部
、
二
階
建
て
、
そ
し
て
ド
ー
ム
形
状
に
特
徴
の
あ

る
温
泉
保
養
施
設
は
、
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
、
ス
パ
ゾ
ー
ン
、

レ
ス
ト
ゾ
ー
ン
、
宿
泊
ゾ
ー
ン
、
共
同
・
管
理
ゾ
ー
ン
、

の
5
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
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《
温
泉
保
養
施
設
》

■
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン

　
こ
の
ゾ
ー
ン
は
、
ド
ー
ム
形
状
に
な
っ
て
お
り
、
水
着

を
着
て
カ
ッ
プ
ル
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
語
ら
い
な
が
ら
入
る

各
種
プ
ー
ル
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
供
プ
ー
ル
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
も
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ス
パ
ゾ
ー
ン

　
手
軽
に
入
れ
る
お
風
呂
が
設
置
さ
れ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

サ
ウ
ナ
、
露
天
風
呂
に
も
入
れ
、
広
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た

雰
囲
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
レ
ス
ト
ゾ
ー
ン

　
こ
の
ゾ
ー
ン
は
、
休
憩
、
飲
食
施
設
が
設
け
ら
れ
、
計

画
で
は
大
小
の
休
憩
室
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
飲
食
サ
ー

ビ
ス
も
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
宿
泊
ゾ
ー
ン

　
県
内
各
市
町
村
で
は
、
公
共
宿
泊
施
設
を
設
置
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
で
も

広
範
囲
の
お
客
様
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
配
慮

し
、
八
室
程
度
の
客
室
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
共
用
・
管
理
ゾ
ー
ン

　
共
用
・
管
理
ゾ
ー
ン
は
、
ど
の
施
設
に
も
共
用
と
し
て

利
用
で
き
る
ロ
ビ
ー
、
売
店
、
自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー
、

更
衣
ロ
ッ
カ
ー
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
管
理
に
つ
い

て
は
、
事
務
室
、
従
業
員
控
室
な
ど
と
施
設
管
理
に
伴
う

も
の
で
す
。
《
野
外
施
設
》

　
ゲ
ー
ム
性
が
あ
り
手
軽
な
遊
び
と
し
て
、

フ
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル

平成6年9目10日広報なかさと3
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島
温
泉
開
発
は
、
国
の

　
　
　
　
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
指
定
で
す

　
こ
の
宮
中
島
温
泉
開
発
事
業
は
、
宮
中
島
地
区
の
信
濃

川
沿
い
の
用
地
約
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
活
用
し
て
、
温
泉
保

養
施
設
の
整
備
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
、
自
治

省
の
「
特
定
地
域
に
お
け
る
若
者
定
住
促
進
等
緊
急
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
施

設
建
設
の
た
め
に
借
入
れ
す
る
金
額
の
五
十
五
％
は
、
国

が
負
担
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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●
團
ビ
ー

●
下
是
ロ
ッ
カ
ー

●
売
鷹

●
無
料
休
憩
璽
ー
ナ
ー

●
自
動
販
売
機
ヨ
ー
ナ
ー

●
ト
イ
レ

●
更
衣
ロ
ッ
カ
ー
（
團
ツ
カ
ー
塞
、

　
脱
衣
ル
1
ム
．
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
）

●
事
務
室

●
リ
ネ
ン
室

．
●
倉
庫

●
従
業
員
控
室
及
び
璽
ツ
カ
ー

●
休
憩
室
薦
犬
）
九
十
畳

後
、
轟
、
灘
羅
』
瀦

●
休
憩
室
（
小
）
十
畳
董
室

●
厨
房

㎜
灘
㎜
㎜
灘
　

●
客
室
ハ
室

●
ト
イ
レ

●
洗
面
所
《
共
用
）

●
リ
ネ
ン
室

○
倉
庫

霧
繊
鑛
薙
雛
灘
羅
鋤
粥
簸
繊

　
基
本
計
画
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
で
、
施
設
づ
く
り
は
次

の
段
階
の
基
本
設
計
、
実
施
設
計
作
業
に
入
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
村
で
は
、
こ
の
事
業
の
平
成
八
年
七
月
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
基
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
…
用
地
買
収
、
埋
め
立
て
工
事
、
第
二
号
井

　
　
　
　
　
　
の
掘
削
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計

平
成
七
年
度
…
本
館
建
設
、
事
業
主
体
の
設
立
、
運
営
マ

　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ア
ル
の
完
成

平
成
八
年
度
…
本
館
建
設
完
成
、
従
業
員
の
採
用
、
七
月

　
　
　
　
　
　
中
～
下
旬
オ
ー
プ
ン

平成6年9月10Eヨ広報なかさと5
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家
庭
介
護
の
や
り
方
を
学
び
ま
し
た

　
老
人
を
在
宅
で
介
護
し
た
り
、
地

域
で
さ
さ
え
て
い
く
た
め
の
知
識
や

技
術
を
身
に
つ
け
る
「
家
庭
介
護
教

室
」
が
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
、
五

回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
家
庭
介
護
教
室
に
は
、
参
加

者
三
十
七
人
、
五
日
間
で
延
べ
百
十

一
人
の
方
が
参
加
し
、
医
師
の
講
義

や
介
護
実
習
、
調
理
実
習
、
施
設
見

学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
介
護
実
習
で
は
、
病
人
の
観
察
の

し
か
た
や
体
の
清
潔
に
つ
い
て
学
び

参
加
者
同
志
が
お
互
い
の
足
浴
（
お

湯
の
中
で
足
を
洗
う
）
を
体
験
し
ま

し
た
。
「
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
足
を
洗

っ
て
も
ら
っ
た
ど
も
、
こ
っ
け
に
気

持
ち
が
い
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

今
度
し
て
あ
げ
た
い
。
」
と
よ
ろ
こ
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
家
庭
介
護
教
室
に
参

加
さ
れ
た
人
た
ち
は
「
た
い
へ
ん
勉

強
に
な
っ
た
」
、
「
い
ず
れ
は
自
分
も

年
老
い
る
の
で
今
の
老
人
の
姿
を
み

て
、
も
う
少
し
老
人
に
対
す
る
や
さ

し
さ
が
必
要
と
感
じ
た
が
生
活
に
お

わ
れ
て
い
る
と
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
」
、
「
老
人
の
悩
み
に
つ
い
て
も
勉

強
し
た
い
」
、
「
も
っ
と
多
く
実
習
し

て
介
護
の
実
技
を
学
び
た
い
」
な
ど

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

が
来
た
3
3
3
ウ
■

　
先
月
の
6
日
、
清
津
ス
キ
ー
場
で

第
七
回
を
迎
え
た
と
き
め
き
を
食
う

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
土
曜
日
の
午
後
か
ら
輪

投
げ
、
ぞ
お
り
飛
ば
し
、
紙
飛
行
機

飛
ば
し
等
の
ゲ
ー
ム
や
熱
気
球
の
フ

ラ
イ
ト
が
行
わ
れ
、
熱
気
球
の
フ
ラ

イ
ト
で
は
、
一
時
風
が
強
く
な
り
中

断
し
ま
し
た
が
、
熱
気
球
は
夕
日
に

映
え
な
が
ら
希
望
者
全
員
の
フ
ラ
イ

ト
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
日
が
落
ち
、
参
加
者
全
員
が
点
火

さ
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
U
F
O
を
型

ど
っ
た
と
こ
ろ
に
置
き
、
お
祈
り
を

し
て
い
る
と
東
の
上
空
に
怪
し
い
光

が
浮
き
沈
み
し
て
い
る
の
を
発
見
。

　
「
U
F
O
出
現
！
」

　
こ
こ
仁
来
た
、
参
加
者
だ
け
が
見

る
こ
と
の
で
き
た
U
F
O
。
来
年
は

も
っ
と
多
く
の
U
F
O
が
中
里
上
空

に
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
…
…
？

　
　
　
〃

／〃
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灘

い
ざ
と
い
う
と
き
落
ち
着
い
て
消
せ
ま
す
か

　
9
月
4
日
㈲
、
田
沢
小
学
校
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
中
里
村
初
期
消
火
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
中
里
村
消
防
団
秋
季

演
習
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
8
時
よ
り
消
防
団
の
ポ
ン
プ

操
法
が
お
こ
な
わ
れ
、
つ
ぎ
に
消
防

団
員
が
見
守
る
中
、
初
期
消
火
の
訓

練
が
天
ぷ
ら
油
、
灯
油
を
使
っ
て
一

般
住
民
の
方
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
天
ぷ
ら
油
の
消
火
で
は
、
防
火
シ

ー
ト
と
濡
れ
タ
オ
ル
を
使
っ
て
消
火

を
行
い
、
灯
油
の
消
火
で
は
消
火
器

を
使
っ
て
の
消
火
を
行
い
ま
し
た
。

消
火
器
は
、
ノ
ズ
ル
を
火
元
に
向
け
、

は
く
よ
う
に
し
て
行
う
よ
う
に
指
導

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
「
消
火
に
あ
た
っ
て
は
落
ち
着
い

て
消
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か

し
、
訓
練
は
グ
ラ
ン
ド
、
実
際
は
燃

え
や
す
い
も
の
が
近
く
に
あ
る
家
庭

の
中
で
お
き
る
も
の
で
す
。
今
の
よ

う
に
落
ち
着
い
て
対
応
す
る
こ
と
が

一
番
大
事
で
す
」
と
講
評
を
得
て
い

ま
し
た
。

　
初
期
消
火
訓
練
後
、
消
防
団
員
は

放
水
と
行
進
を
お
こ
な
い
、
一
般
の

方
は
、
は
し
ご
車
の
試
乗
体
験
を
行

な
い
ま
し
た
。
．

リ
ゾ
ー
ト
縦
断
ゲ
ー
ム
大
会
が
行
わ
れ
る

雛
灘
㎜
灘

　　　曝纏厳

　
リ
ゾ
ー
ト
縦
断
ゲ
ー
ム
大
会
が
、

八
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
と
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
リ
ゾ
ー
ト
縦
断
ゲ

ー
ム
大
会
は
、
マ
イ
ラ
イ
フ
リ
ゾ
ー

ト
新
潟
整
備
推
進
協
議
会
が
主
催
し

た
も
の
で
今
回
で
五
回
目
。
第
一
日

目
の
二
十
六
日
は
中
里
村
を
会
場
に

行
わ
れ
、
開
会
式
を
ユ
ー
モ
L
ル
で

行
い
、
村
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

延
べ
た
ほ
か
、
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
歓
迎
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と

し
て
清
津
峡
小
学
校
児
童
に
よ
る

「
清
津
峡
樽
ば
や
し
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
を
村
民
体
育
館
に
移
し
て
の

ゲ
ー
ム
大
会
は
、
自
分
で
な
っ
た
縄

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
縄
を
な
っ
た
こ
と
の
あ
る

人
は
参
加
者
二
百
人
中
、
数
名
し
か

お
ら
ず
、
ま
ず
は
縄
な
い
の
講
習
を

中
里
村
き
っ
て
の
名
人
五
人
が
指
導

に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
講
習
終
了
後
の
一
つ
め
の
ゲ
ー
ム

は
、
一
チ
ー
ム
十
組
の
親
子
が
縄
を

な
っ
て
長
さ
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
一
人

が
お
た
ま
に
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
の
せ
藁

を
も
ら
っ
て
も
う
一
人
の
な
う
人
の

と
こ
ろ
に
運
ぶ
ゲ
ー
ム
。
二
つ
目
の

ゲ
ー
ム
は
、
一
つ
め
の
ゲ
ー
ム
で
な

っ
た
縄
を
使
っ
て
の
綱
引
き
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
参
加
者
全
員
は
、
会
場

を
六
日
町
に
移
し
、
交
流
。
ハ
ー
テ
ィ

ー
を
行
い
一
日
目
は
終
了
。
翌
二
十

七
日
は
、
会
場
を
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
清

南
へ
移
し
ゲ
ー
ム
を
行
い
全
日
程
を

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

平成6年9目10日広報なかさとお知らせ版7



お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

10月1日よワ『国民健康保険制度』ガ1一部変：わりま宣

　先の国会で、医療保険についての法律が改正され、10月1目より次のように変わり

ます。こんどの改正の狙いは、21世紀の本格的な高齢時代を迎えるに当って、すべて

の国民に質の高い医療を確保するとともに、国民の負担が過大なものにならないよう

医療費財源を効率的に運用し、医療費の適正化を図ることにある、とされています。

入
院
中
の
食
事
代
の
一
部
を
患
者
負
担
に

　
入
院
中
の
食
事
代
に
つ
い
て
、

額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

患
者
の
負
担
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
負
担

醸
獲
難
難
灘
趨
騨
翻
懇
鑛
藥
灘
鐵
難
難
翻
霧
雛
麟
幾
懇
“

・
一
般
の
人
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
・
…
一
日
￥
六
〇
〇
円

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
…
…
…
…
…
…
・
よ
日
、
四
五
〇
円

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
四
か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
場
ム
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
院
四
か
月
以
降
…
…
…
一
日
、
三
〇
〇
円

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
老
齢
福
祉
年
金
受
給
権
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
一
日
￥
一
一
〇
〇
円

霧幾

鐵
難
繋
鶏
囎
團
鐵
篠

・
一
般
の
人
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
一
日
￥
八
○
○
円

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
一
日
￥
六
六
〇
円

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
四
か
目
以
上
入
院
し
て
い
る
場
ム
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
院
四
か
目
以
降
…
…
一
日
、
五
〇
〇
円

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
老
齢
福
祉
年
金
新
給
権
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
『
日
￥
三
〇
〇
円

※
こ
れ
ら
食
事
時
の
一
部
負
担
金
は
、
高
額
療
養
費
を
算
定
す
る
場
ム
ロ
の

自
己
負
担
額
に
は
入
り
ま
せ
ん
。
ま
た
．
施
行
三
年
後
に
社
会
経
済
情

勢
の
推
移
、
国
民
医
療
賛
の
動
向
等
を
勘
案
し
て
見
直
さ
れ
る
こ
と
に

な
つ
て
い
ま
す
。

、9，

出
産
育
児
一
時
金
の
給
付

　
ム
フ
ま
で
は
、
助
産
費
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

り
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

十
目
一
日
よ

助
産
費

　
　
一
四
〇
、
○
○
○
円

　
　
’
ノ
毎

嚢
㌢

付
添
い
看
護
の
解
消
へ

　
現
在
、
看
護
・
介
護
の
職
員
が
充
実
し
て
い
な
い
病
院
（
墓
準
看
護
の

指
定
を
受
け
て
い
な
い
病
院
）
に
入
院
し
て
￥
付
添
い
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
、
患
者
が
自
分
で
病
院
外
か
ら
付
添
い
を
頼
む
の
が
ふ
つ
う
で
す
。

　
こ
の
場
ム
ロ
、
付
添
い
料
は
患
者
が
自
分
で
支
払
い
、
あ
と
で
国
保
か
ら

払
戻
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
実
際
に
患
者
が
支
払
う
付
添
い

料
と
国
保
か
ら
払
戻
さ
れ
る
額
と
の
差
は
大
き
く
￥
と
き
に
は
目
十
万
円

を
超
す
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
￥
こ
の
差
額
が
す
べ
て
患
者
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
保
険
外
負
担
は
、
医
療
保
険
の
趣
旨
か
ら
い
っ
て
も
、
本

来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
￥
そ
の
解
消
は
長
年
の
懸
案
で
し
た
。

　
今
回
￥
法
律
や
制
度
を
改
正
し
て
￥
病
院
の
看
護
・
介
護
体
制
を
充
実

さ
せ
、
原
則
と
し
て
平
成
七
年
度
末
ま
で
に
現
在
の
よ
う
な
付
添
い
看
護

は
解
消
し
、
入
院
時
の
看
護
・
介
護
は
医
療
機
関
が
提
供
す
べ
き
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。



痩
業
繊
羅
蒙
題
寧
球
大

会
繍
読
難
灘
澱
灘
懸
嚢
η
）

に
参
纐
聾
鑓
欝
畿
考

　
卓
球
は
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
仲
間
や
知
人
と
参
加
し
、
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
種
目
は
ダ
ブ
ル
ス
の
み

で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
時
9
月
2
6
日
・
2
7
日
・
2
9
日

　
　
　
午
後
8
時
か
ら
1
0
時

会
　
場
　
田
沢
小
学
校
体
育
館

種
目
ダ
ブ
ル
ス

対
象
村
民
ま
た
は
、
村
内
の
企

　
　
　
業
に
勤
務
す
る
人
。

申
込
先
　
9
月
2
0
日
ま
で

　
教
育
委
員
会
盈
6
3
1
4
4
7
8

　
村
山
婦
佐
江
盈
6
3
1
2
9
8
8

第
醐
鐵
鱒
熱
溜

合
曝
霧
擁
灘
藻
鎌
バ
ル

　
中
魚
沼
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
で
は
、
次
に
よ
り
合
唱
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

目
時
1
0
月
－
日
㈲

　
　
　
開
場
　
午
後
6
時
3
0
分

　
　
　
開
演
午
後
7
時

会
　
場
　
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

前
売
券
　
五
〇
〇
円

　
　
　
　
（
中
学
生
以
下
無
料
）

前
売
券
販
売
先

　
　
ユ
ー
モ
ー
ル
内
ミ
ヤ
コ
ヤ

　
　
服
部
令
子
宅
（
如
来
寺
）

出
場
団
体

・
十
日
町
市
民
合
唱
団
（
十
日
町

　
市
）

・
ゴ
ー
ル
な
か
さ
と
（
中
里
村
）

・
が
ち
ょ
う
の
会
（
川
西
町
）

・
コ
ー
ラ
ス
一
フ
イ
ン
（
十
日
町
市
）

・
み
ゆ
き
コ
⊥
フ
ス
（
津
南
町
）

・
サ
ン
デ
ー
・
ボ
ー
カ
ル
・
ア
ン
サ

　
ン
ブ
ル
（
十
日
町
市
）

特
別
出
演
　
藤
原
歌
劇
団

　
　
　
　
　
　
當
重
あ
か
ね

も
霧
醐
灘
継
灘
獲
φ

　
　
　
職
緩
擬
縷
警
者

　
九
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
で

す
。　
障
害
者
の
雇
用
は
難
し
い
と
思
つ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
仕
事
に
人
を
」
か
ら
「
人
に
仕

事
を
」
の
視
点
で
検
討
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
障
害
者
の
雇
用
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
と
も

関
係
者
一
体
と
な
っ
て
こ
の
問
題
に

取
り
組
む
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
雇
用
に
関
し
て
の
問
合
せ
は
、
パ

ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
盈
57
－
2
0
4

7
（
十
日
町
職
案
）
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

騨織

え、応援にも

「『駅里附発⑳
　久米島一周マラソン大会はスポーツによる地域の活性化．

そして島民や参加者の親睦と融和を図ることを目的に今年も

10月30日（日）に開催されます。

　このイベントは仲里村と具志川村がタイアッブして毎年10

目末に行われます。仲里村総合グラウンドをスタートとゴー

ルにして、23㎞のパーフ、10㎞、5㎞の3コースに分け実施

されます。参加者が最も多いのは23kmの部です。“FUN　RUN”

（楽しく走ろう）をスローがンに、日頃健康ランニングで体力

づくりに励んでいるビギナーからベテランまで、年齢層も幅

広いです。

　競技終了後は「ふれあいパーティー」も行われ、会場では

参加者や役員、ボランティアの万々が和やかに交流する光景

が見られます。

　中里村のマラソンに興味のある皆さん、「一度はメンノーレ！」

（いらっしゃいませ）
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

　
　
　
　
　
い
植
物
を
観
察
し
な
が

　
　
　
　
　
ら
の
ぽ
る
。

集
合
場
所
　
ユ
ー
モ
ー
ル
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
8
時
集
合

募
集
人
員
　
小
学
生
以
上
五
十
名

申
込
期
限
　
9
月
2
0
日
㈹

モぽ物る策員ご原午82
　　　こしとと湿後日寺日
　o観と’一に原3か（日）
　　察の日緒自　時ら
　　しで頃に然　40
　　なき　’湿観　 分
　　がな目原察

　
地
塘
に
写
る
青
空
と
木
立
、
湿
原

を
囲
む
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ

ツ
ジ
等
の
群
落
は
赤
、
黄
色
の
す
ば

ら
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。

目
　
　
時
1
0
月
2
日
＠

　
　
　
　
　
午
前
8
時
か
ら

　
　
　
　
※
定
員
五
十
名
に
な
り
次

　
　
　
　
　
第
、
締
切
り
し
ま
す
。

参
加
費
用
　
一
、
○
○
○
円

当
目
の
持
参
品

　
　
　
　
　
昼
食
、
雨
具
、
軍
手
、

　
　
　
　
　
帽
子
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

申
込
万
法
　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

　
　
　
　
　
職
業
（
中
学
生
は
学
校

　
　
　
　
　
名
、
学
年
）
、
自
宅
の
電

　
　
　
　
　
話
番
号

申
込
先
中
里
村
観
光
協
会
（
役

　
　
　
　
　
場
開
発
課
内
）
内
線
2

　
　
　
　
　
7
3
又
は
2
7
4
ま

　
　
　
　
　
で
。

譲⑳響灘蒸灘響響擁鐵i

ワイワイ楽しく作り、試食する楽し

さは格別！

日時　9月20日・28日

　10月5日・12日・19日
　（午後7時30分から午後9時30分）

場所　保健センター調理室

内容　日本料理・中華料理

　
㎜
「
代
　
　
　
騙

　
ぶ
日
　
場
講
テ

欝顛魅灘羅雛鑓

講師の話を聞いたり、自由な意見交換をしましょう。

パート1　9月20日、テーマ「村の誇れる歴史を知ろう」

パート2　10月4日、テーマ「村の誇れる歴史を知ろう」

パート3　10月18日、テーマ「もっともっと楽しい雪国生活を」

パート4　11月1日、テーマ「心楽しい農業を目指して」

パート5　11月15日、テーマ「田舎くらしの魅力」

　　　（午後7時30分から午後9時30分）

　　欝雛籔灘灘藝
表計算やデータベースの使い方を学

びましょう。

日時10月5日・12日・19日・26日

　11月2日・9日・16日・24日
　（午後7時30分から午後9時30分）

場所　中里中学校コンピュータ室

　　譲難嚢灘馨灘饗

あなた自身の手でワンポイントを！

日時　9月22日・29日

　　10月6日・13日・20日
　（午後7時30分から午後9時30分）

場所　総合センター

内容　樹脂粘土細工

　　　⑪
倉俣小学校1年

斎喜哲也くん

夏休みに倉俣大橋の下でバーベ

キューをしました。ひろゆき君の

お父さんが川へ魚をはなしてくれ

ました。それを友達がつかまえて、

お父さんたちが焼いてくれました。

とてもおいしかったです。

杉谷忠信くん（1歳）⑫
清之・里美さん夫妻の二男（荒屋）

おもちゃ箱をあれこれとひっく

りかえし￥元気いっぱいに遊んで

いる忠信くん。中でも特にボール

遊びが大好きとのこと。外での遊

びでは、石をつかって楽しく遊ん

でいます。

お兄ちゃん．お姉ちゃんとも仲

がよく￥学校・幼稚園から帰ってく

ると一緒に楽しく遊んでいます。

好きな食べ物は、甘いアイスク

リームだそうです。

10



笑岳〔船木護子二男〕干溝

穫〔小林明勤美長女〕山崎

榊〔高橋畿二女〕倉俣

雛〔小柳陽司子長女〕如来寺

彰〔高橋署．悉長女〕倉俣

なおみ〔南雲莫佐季長女〕芋川

緯〔吉楽雛二男〕宮中

舗〔大・議長男〕重地

襲〔村山率栄華二女〕宮中

｛井口重幸
山崎真由子

嶽
上　　山

津南町
継
死　
亡 麟

鈴木幸一郎（90）芋　川
江口政一一（80）上　山
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

　　一9月はがん征圧月間遷す一
　中里村における総死亡者数を平成元年から平成5年の期間でみますと344人。そ

の内、がんで亡くなられている方は103人で、割含にして29．9％となっております。

　また、がん臓器別死亡数（図1）を平成元年から平成5年の期間でみてみると胃

がん力騨番多く34人、ついで肺がん、大腸がんという順になっています。特に男

性の霧がん死亡力§多いこととがんで亡く鞍られる方が60歳代、70歳代に多いこと

溺特徴滋塗って嶺ます。

図潅《がん臓器別死亡者数》

胃　が　ん

肺　が　ん

大腸がん
すい臓がん

肝臓がん
乳　が　ん口3人

子宮がん□2人
食道がん□2人

難難灘灘 鱗蕪灘茎灘

験擦羅潔婁濫

14人

9人

8人

i4人

17人

34人

そ　の　他

生活改善・建期検診・自己チェックが
　　　　　　　　餐がん対策」の三本柱羅す

　　　　　　　　　　　　　　　ワ　　　　”　　　　　　　　　　　　騒
ちょっとした生活改善でがんを防ぐことができます。

○栄養のバランスのとれた食事を。　　　　○お酒の量はほどほどに。

o適量のビタミンと繊維質を多く取ろう。　o塩辛いものは少なめに。

○禁煙を心がけよう。

　　　　　　　　　　　　一　　■　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　＝　9　　　　　　6・

　年一回は検診を受けるようにしま1しょう。がん治療には早期発見、早期治

療がなにより大切なのです。

一
一
嗣

　っぎに挙げるような症状が出たら、むやみに不安がらず、すぐに専門医に

診てもらうようにしましょう。

o胃がん……胃の不快感、消化不良、食欲不振
○肺がん……せき、たん、血たん

o乳がん……乳房に硬いしこり、乳首からわずかな出血
o子宮がん……性交時出血、血性のおりもの、月経異常
○大腸がん……血便、便が細くなる、肛門からの出血

息らくらく「呼吸教室」のご案内

十日町保健所では、息切れや疾でお困りの方を対象に呼吸教室を開催します。

ぜひ、ご参加下さい。

日時10月5日㈱・10月12日休）・10月26日㈱の3回コースです。

　　　午後1時から午後3時30分まで（26日のみ午前10時から午後3時まで）

会　場　十日町保健所　講堂

対象者　肺気腫・気管支拡張症・気管支炎・気管支喘息・じん肺・肺結核後遺症

　　　などで息切れ、咳・疾の症状でお困りの方。（保健所が用意する所定の用

　　　紙で主治医の許可を得られた方）

内容 ・肺などの知識を得られる医師の話。
・理学療法士の指導によるらくらく呼吸法や運動の実践。

・ためになる栄養指導、生活指導など。

※参加申込・問合せは、9月28日までに十日町保健所地域保健課費57－2400にご

連絡下さい。

11 広報なかさと 平成6年9月10日



村山敬子さん
集落田沢

青春してます
　9月10日～9月26日

カレンタ“一
昭和49年3月16日生まれ20歳

10ω

11（日）

12（月） 胃がん・大腸がん検診　合保健センター
∈）8：00～10：00受付

13㈹
胃がん・大腸がん検診　合保健センター
（D8：00～10：00受付

14㈱
胃がん・大腸がん検診　合保健センター
（D8：00～10：00受付

15休）
敬老の日

老人福祉大会　合中里中学校体育館

010：00～

16働
妊婦健診・母親学級　合上村病院産人科
013：00～13：30受付

心配ごと相談日（村山篤稔）合デイサービ
スセンター　013：30～16：00

17ω
文化講演会　合ユーモール
（D19：30～21：00

18（日〉

19（月）

20㈹

老人クラブー斉清掃の日P

男のクッキングタイム　合保健センター調
理室（D19：30～21：30

成人講座　合総合センター
∈）19：30～21：30

21㈱ 秋の全国交通安全運動（30日まで）

22休）

三種混合　合保健センター
∈）14：00～15：00受付

手作り工芸教室　合総合センター
∈）19：30～21：30

23樹 秋分の日

24（土）

25（日）

26（月） ラージボール卓球大会　合田沢小学校体育
館（D20：00～22：00

　纈　灘
難　燭

※変更する場合があ璽ます。御用の際は確認を
陥　羅骸　　獺難　　　　　　　　おねがい彰ます。

難　護鑛．、．　魏雛鱗灘

星座魚座
血液型A型
身長156cm
昨年の7月から高幸建設にお勤

めの敬子さんは、現在、珠川の事

務所で当間高原リゾートの造成工

事が着々と進行しているのを目の

前で見ながら事務をとっています。

趣味はドライブで友達と一緒に

出かけているとのこと。

今、一番やってみたいことは、

「海外旅行に行ってみたい」との

ことでした。

⑳第二藤巻医院響謁8

⑳津南病院鷺5謬
⑳㊥山・医院聾箭羅
⑳長山医院讐雨2鄙7

㊧中条病院層冨継
⑳富田医院層箭鯉
㊧池田医院聾箭襯

聴

／

，
㌔
。
望
、
・
り
、
　
　
　
　
　
　
　
『

、
ヲ
・
二
’

り
》
早
く
参

　
1
　
　
λ
り
馨
い

・
　
台
風
餌

6
　
築
ξ
窪
な

懐
ー
◎
7
髪

ぱ
獄
憂

　
残
暑
の
き
び
し
い
日
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
実
り
の
秋
と
な
り
、
そ

ろ
そ
ろ
稲
刈
り
の
時
期
と
な
り
忙

し
い
日
が
続
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
全
国
的
に
豊
作
と
い

う
こ
と
で
す
が
干
ば
つ
に
よ
り
被

害
の
で
て
い
る
農
家
で
は
そ
う
と

ば
か
り
は
言
っ
て
は
お
ら
れ
ま
せ

　
　

審診“ま

！

、！ノ

《

ヨ
。
＼
＠
ず

禦、）

ん
。
昨
年
は
冷
害
で
、
今
年
は
モ

ば
つ
、
自
然
と
い
う
も
の
は
な
か

な
か
上
手
い
よ
う
に
は
い
か
な
い

よ
う
で
す
。

▼
既
に
ご
存
じ
の
方
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
宮
中
島
温
泉
の
事
業

計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
村
の
柱
と
な
る

こ
の
施
設
の
完
成
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
し
ょ
う
。
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　　　甑　　　　　　　　　　（昭和60年7月25日制定）
譲繊1、自然を愛し美しい村をつくり鵡

　ユリ　　　　1、創意をこらし活力ある村をつくります。

数
　
口

件
　
ゼ

故
者
者
故

事
　
事

通
　
亡

交
死
傷
死

●
●
●
●

17件

0人

20人

657日

8月末現在
（）は前月比

趨人ロ男3，347人（一2）女3，360人（＋5）計6，707人（＋3）◎世帯数1，642（＋1）
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